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【研究開発目的】

研究開発の目標

目標設定の考え方

HDV(Heavy Duty Vehicle)へ大流量水素を安全に短時間で充填するため、Lookup 

Table、MCフォーミュラ、cTPRの各方式によるMF(Medium Flow)充填プロトコ

ルを開発する技術開発とその基準化(Single Nozzle:90g/sec,Twin Nozzle:180g/sec)

• 新たに開発した「タンク一定昇圧方式(cTPR)」と「水素充填シミュレーションプログラ

ム」をHDV用に開発・適用、想定以上に圧損が大きい場合や２台目以降の効率的な充填を

可能とする「Optimal PRR」を適用することにより、蓄圧器の効率的使用や充填速度の向

上など、HDV用水素ステーションの運営費低減を図る。

• HDV水素充填プロトコル開発に関する各種技術課題を検証するため、欧米の国際機関保有

の試験設備に匹敵する福島水素充填技術研究センター（FTC）等を活用して、日本が世界

を先導して国際基準に資するデータ取得や技術的検証を実施する。

２．研究開発マネジメントについて



• ステアリング委員会の下、各課題毎の検討会を設定。検討会決議事項を委員会にて審議。

（原則として、ステアリング委員会は半年ごと、検討会は４半期ごとに開催）

• 毎月末、代表幹事の主催のもと、実施者７者間で会議を実施し、進捗を管理。

HDV/MDV(*)充填プロトコル検討会
（事務局：HySUT、トキコ）

充填容器数値解析検討会
（事務局：JARI）

圧損熱容量検討会
（事務局：JARI）

NEDO 水素供給利用技術協会（代表幹事）

本田技術研究所

トキコシステムソリューションズ

日本自動車研究所

九州大学

三菱化工機

カーボンニュートラル燃料技術センター

委託

福島水素充填技術研究センター設備管理支援

水素充填基準等の整備

HDV水素充填プロトコル開発

MDV水素充填プロトコル開発

熱容量測定高度化、CFD解析、FTC技術指導

MCMMマップ作成ツール開発、CFD解析、ライナー温度推定検討

全体統括、HDV水素充填プロトコル開発、FTC等運営

HDV充填プロトコル検討（ステアリング）委員会

（＊）MDVは国際規格動向に合わせてHDVに
             1本化で計画案修正中

【実施体制図】
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２．研究開発マネジメントについて







H70 LDV HDV

Total Volume 2kg-10kg
(A:2-4kg VFS:50-100L)

(B:4-7kg VFS:100-174L)
(C:7-10kg VFS:174-248.6L)

(TVL=99,174,248.6L)

10kg-200kg
(VFS=248.6-5,000L)

(TVL=200,250,350,500,799L)

Nozzle
10kg-30kg

(VFS=248.6-750L)
(TVL=250L)

10kg-200kg
(VFS=248.6-5,000L)

(TVL=200,250,350,500,799L)

H70 NF
L/T, MCF A,B,C

MCMM B,C
JPEC-S 0003(2023)

L/T D
MCF D

JPEC-S 0003(2023)

L/T D
MCF D

SAE J2601

H70 MF
(Single)

NF Single A,B,C L/T
NF Single A,B,C MCF
NF Single B,C MCMM
MF Fueling Protocol

MF Single L/T
MF Single MCF

MF Single MCMM
MF Fueling Protocol

H70 MF X 2
(Twin)

MF Twin L/T
MF Twin MCF

MF Twin MCMM
MF Fueling Protocol

H70 HF
MCF-HF-G

SAE J2601/5

【境界条件の検討】
・プロトコルはレセプタクル仕様で分類（NF-Single／MF-Single／MF-Twin）
・ノズルが２基あるため、LDV2台、LDV+HDV、マニホールドHDV、セパレートHDV、マニ

ホールドHDV+マニホールドHDVなど複雑な組み合わせに対応したマップ選択のためのフ
ローチャートを検討した。

・新マップでのISO19885-1に準じたVerification Testを実施した。

青字：APRRテーブル、目標圧力テーブル完成

H70HFについては、国内要望が少なく、開発を中断
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３．研究開発成果について













【HDV水素充填における国際標準化活動との連携】
目標：
当事業で開発しているMF-Twin充填プロトコ
ル(ALUT-G;Advanced Lookup Table General)を国
際標準化チームと連携して、ISOやSAEの規格
に提案し、日本が開発した充填プロトコルを
世界中で活用してもらう。
進捗状況：
2025.12に米国カルフォルニアで開催された
ISO/TC197 WG24において、Normative Standard
として承認された。
CD2(Committee Draft 2)にドキュメントを提供
し、IS化に向け協議を継続する。

目標達成に向けたアプローチ：
多様な接続形態に対応するために複雑化した
マップ選択フローチャートへの各国の懸念に
対しては、要素別に簡潔に示し、かつ、もう
一つのNormative規格のMCF-Gと構成を揃える
方式に変更した。

研究開発の成果と意義：
Normative Standardとして、国内のみならず特
に期待されている欧州でのMF Twin Systemの
実用化が促進される。
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３．研究開発成果について



【ISO 19885-3 ドキュメント抜粋】

【詳細フローチャート】
【ALUT-Gの基本フローチャート】

【APRRマップ (充填速度)】

【終了圧力マップ(目標)】

・MF Single/Twin充填プロトコルとして、まずは、MF Single/Twin L/Tを作成
（MF-Single／MF-Twin／NF-Single）※容器構成：TVL＝200～800/VFS～5000(L) 
・NEDO国際標準事業と連携して、ALUT-Gプロトコルとして、これをISO-19885-3向けに、提案。
・過渡期にあっては、HDV用ステーションでもLDV(ミライ、クラリティ等)にも充填できることが重要。

MFノズル/レセプタクルがLDVにも嵌合するよう設計されていることから、Single充填モードも必要。
・HRSとLDV&HDVのあらゆる充填パターン(Manifold/Separate、2台充填等)を想定、RA結果をを反
映した充填フローチャートを考案 ※構成は、もう一方のNormative規格のMCF-Gとあわせた
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３．研究開発成果について
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３．研究開発成果について
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